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Abstract 

One of the unique programs at Aichi Shukutoku U:凶Vぽsityis血e‘'NPOInternship Progr倒nm也e

U.S." The program is ce1ebrating its 20血anniversaryduring吐leschoo1 academic of 20 15. The concept of 

也eprogram was泊itial1yenvisioned by Professor Enokida Katsutoshi and Dr. Kenn Allen血1986，and社

was brought to life也1996.Since then， around 300 col1ege students have participated in也eprogram，

supported泊theUnited States by 100 non-profit organizations and host families. 1t continues to 0島ran

unique 1earning experience for仕lestudents and those with whom they engage in也eU.S.

This research is to investigate也eoutcomes of the program. 1t has been expected since the outset 

吐latthe program brings impacts on the students' lives. However has never been examined in a meaningful 

way.百le20由anniversary0飴rsa great opport回世句rωexplore仕leprogram's impact in血elives of吐le

students both immediate1y after their return and over the course of their 1ives. 

はじめに

「米国NPOインターンシッププログラム」とは、愛知淑徳大学国際交流センターが開設する

アクティブラーニング科目 (2単位)の一つである。本学教授、榎田勝利氏(交流文化学部交

流文化学科，2015)と、アメリカ合衆国首都ワシントンD.C.を拠点とする Civi1Society Consul出g

Group. LLC. (以下、 CSCG)の会長、 KennAl1en1氏の二人が、アメリカ発祥のサービス・ラーニ

ング2を日本の大学にも導入できなし、かと、構想し立ち上げたこのプログラムは、 1996年から

開始され、 2015年度に、 20年の節目を迎える。約1ヶ月間3、16名前後の学生がワシントン

D.C.やその周辺地域で、ホームステイをしながら、教育施設や非営利団体 (NPO)で就業体験

(ボランティア・インターンシップ)を行う。これまでに本プログラムに参加した学生(以下:
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修了生)は約 300名にのぼる。全国の大学には、多くの海外プログラムがある中、本学のよう

に、米国首都ワシントンD.C.を拠点としたNPO団体でのインターンシップを20年間、継続し

ている事例は決して多くはない。 20年の節目として、プログラムの成果を検証することで、今

後のプログラム運営とさらなる発展に繋げ、高等教育機関の国際サービス・ラーニングフ。ログ

ラムの推進に貢献できれば幸いである。

プログラム成果を検証するため、修了生の意識・行動の変容と、卒業後のキャリア形成の過

程で、本体験が就業選択に与えた影響とその要因を調査することを試みた。

近年、グローバル化が進み、モノや情報に溢れ、豊かになった時代の裏で、世界や日本国内

でも様々な格差が拡大し、自己の存在価値や存在意義を見失う世の中になってきたo i将来の夢

や希望がない、やりたいことがみつからない、やりたい事があってもどうしたらいいか分から

ない、自信がない、行動できなしリなどと発言する学生たちがいる。現代を生きる若者たちが、

アメリカでの異文化体験と就業体験を通して、如何に成長し、どのように自分のキャリア形成

に生かすのか、その特徴と影響要因を分析することは、将来的に、より逗しく 21世紀を生きる

若者を育成することに繋がると考える。

1 .プログラム概要

愛知淑徳大学における、「米国NPOインターンシッフ。フ。ログラムJの「インターンシップ」

とは、大学の授業内における理論の追求だけではなく、実践の場として理論を応用していく機

会を提供する学習プロセスのことを意味する。(榎田 2015)本プログラムは先にも述べたよう

に、アメリカのサービス・ラーニングを意識して構想されたことから、地域社会・市民のため

に活動する、老人ホーム、学校、デイケアサンタ一、障がい者のための福祉施設、ホームレス

のための施設などで就業体験することを前提としている。 2015年までの20年間に、約100団4

体が本学学生を受け入れてきた。プログラムの目的は以下の3つである。

1. 公共機関、 NPO、ボランティア団体を主とした、アメリカの市民社会について学習する。

2. グノレーフ。で、の振り返りと共有を行し、ながら、就業体験やホームステイを通して、アメリ

カ社会を体験する。

3. アメリカ社会での就業体験とホームステイを通して、英語能力を高める機会を得る。

アメリカ人学生のインターンシッフ。の目的に加えて、日本人学生は、英語によるコミュニケー

ション能力、異文化適応能力、日本理解などの要素が付加されている。

学生は米国出発の約9ヶ月前に、説明会に参加、応募書類を提出し、日本語と英語の面接を受

ける。応募条件としては、①明確な参加目的、②英語コミュニケーション能力と意欲③ボラン

ティア活動・国際交流活動への関心、④健康な身体と心の4点を要求した。様々な学部から応

募した学生を選抜し、合格した者が、プログラムに参加することになる。学年は 1年生から 4
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年生、大学院生まで幅広く受け入れているが、就職活動時期や年度ごとに定められる応募可能

な学年制限などから、全体的に2年生の参加率が高い。 1995年から男女共学となったが、女性

の参加率が圧倒的に高い。(合計参加者:女性291名、男性5名，2015年 12月現在)プログラム

費用5については、 1人当たり 40--50万円である。

事前研修は出発の約6ヶ月前から開始する。科目担当者 (1996年度から 2013年度は榎田勝

利教授と瀧リンダ氏のお二人が、2014年度からは筆者)が圏内での事前・事後研修を担当する。

大学の長期休暇中は、 CSCGから課されるアメリカでのボランティアに関する読書課題、第 1

回目の事前研修日 (8月上旬)から始める英文日記を主に取り組む。大学の後期授業が再開し、

出発の約4ヶ月前には、現地コーディネータがワシントンD.C.からオリエンテーションと面接

を行うために来日する。大学キャンパス内の寮にて、学生たちは 1泊2日の合宿を行い、英語

で日本国内における社会問題とその解決策についてプレゼンテーションを行う。現地コーディ

ネータはこのプレゼンテーションの内容と、学生との面談を参考に、マッチングを行う。日本

での事前研修は担当教員の指導のもと、毎週 1回3時間程度行う。自分自身のこと、日本文化

紹介、日本国内で、行っているボランティア活動について、それぞれが英語でプレゼンテーショ

ンを行う。また、日本国内のNPOやボランティア事情についても、日本語で講義を受け、知識

を身につける。日々、英文日記が課題となっているため、教員(コーディネータ)は学生たち

の特徴や興味を把握することができ、マッチングの参考になるo 学生自身にとっても、日常的

に自分自身を振り返る機会となっている。日本国内のボランティア団体や施設を訪ね、体験学

習を千子うこともある。

職場とホストファミリーの決定時期が、例年、出発の 1ヶ月前である。そこから、学生たち

は、現地で成し遂げたい目標と、目標達成のための行動計画を具体的に立て、コーデ、ィネータ

に提出する。

ワシントンD.C.に到着後、1泊2日、現地コーディネータ主導で最後の事前研修が行われる。

研修が終わり次第、学生たちはそれぞれのホストファミリーに引き渡される。インターンシッ

プは現地入りして約3日後に開始である。活動中は学生たちの職場がそれぞれ異なるため、週

末を利用して会う約束をしない限り、学生同士が顔を会わす機会はめったにない。ただし、イ

ンターンシップ開始から 2週間後の中間報告会で仲間と集う時があり、ここでの再会は、成長

している友から刺激を受けるよい機会になる。目標を再確認し、振り返りを行う。後半の2週

間を終え、最終報告会で、 1ヶ月間の学びを発表する。

帰国後、 1ヶ月以内に帰国報告会を行い、英語と日本語で報告書を提出する。振りかえり学

習と仲間に体験と学びを共有する。最後に、ポートフォリオ課題6を提出して、プログラム修了

となる。

r (各学生の)目的意識、事前準備の度合い、そしてコミュニケーション能力により、各学

生が獲得した成果には差が見られた。 J (榎田 1997)にあるように、本プログラムの最大の特

徴として、米国出発前の事前研修に重点が置かれていることを強調しておきたい。
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2.アンケート調査の概要

本調査・研究を行うため、 1996年度から 2014年度 (2015年度参加者は、これから現地にて

インターンシッフ。を行うため、研究対象外)にかけて、本フ。ログラムに参加した修了生を対象

に、以下のような方法でアンケート調査を依頼した。プログラム応募書類に記載された住所を

もとに郵送調査を、海外在住が予め分かっている方たちにはWeb調査を依頼した。

①調査目的:(1)修了生の意識と行動の変化を分析するため。

(2)進路選択にフ。ログラムが与えた影響とその要因を検証するため。

②調査対象: r米国NPOインターンシップフ。ログラムJ修了生合計238名

③調査方法:郵送調査・ Web調査

④調査期間:郵送調査・ Web調査 2015年9月 1日--9月30日 (30日間)

⑤回収率 : 47.2見 (103 --;-(238-20) X 100) 

発送数 220+18=238 不達数 20 回答数 103

⑥調査項目:(1)属性 。)参加動機 (3)帰国後の意識変化 (4)帰国後の行動変化

(5)プロブラム評価 (6)進路選択に与えた影響

3.アンケート調査結果及び分析

3. 1サンプルの属性

・性別:女性 101名 (98.1%) 男性2名 (1.9 %) 

40-44歳

• 年齢別区分 構成陥率 1.00/0 

20・24歳:35名(34.3%) 

25・29歳:18名 (17.6%) 

30・34歳:30名 (29.4%) 

35・39歳:18名 (17.6%) 

40・44歳: 1名 (1.0%) 

年齢無記載:1名

• 卒業学部:福祉貢献 1名 現代社会 10名 ビジネス 3名 交流文化 25名

コミュニケーション 15名(言語 14，心理 1) 文化創造24名(多元文化23，表現文化 1)

文学 24名(教育:7，英文 14，国文 1，コミュニケーション2) 未回答 1名

- 参加当時の学年:1年生 9名， 2年生56名， 3年生30名， 4年生5名， 大学院生2名

- 参加前のボランティア活動への興味・関心:

興味・関心あり 77名(75%) どちらでもない 20名(19%) 興味なし 6名(6%)

A4 

0
0
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3.2参加動機について

参加動機としては、 iD異文化体験をするため(ホームステイへの関心も含む)J iA英語力

の向上を図るためJ iB英語を使って働く経験をするためJといった、英語能力向上や具文化

体験を目的とした動機が高い。(図 1)本プログラムは、語学研修とは異なるため、応募条件の

中に、ボランティア活動やNPO団体への興味関心があることを含んで、いるが、参加者の真意は、

iF米国のボランティアやNPO運営のノウハワについて学ぶ」といった学習内容よりも、自ら

の英語能力向上、海外での異文化体験、今まで、学習してきた語学を生かして現地で実践、など

の観点で参加を試みている学生が多いことが分かる。また、動機を順位づけしてアンケートに

記入してもらったところ、第1位(図2)から第5位まで、 iH自己変革を起こすため」の項目

が常に上位に位置していることから、英語能力向上や異文化体験に限らず、自分自身を模索す

ることや、自分を変えたい、という期待をもって応募をした学生が多いことが分かる。応募動

機の特徴的な点としては、本フ。ログラムは「就業体験(インターンシップ)Jを行うことを謡

っているが、学生が参加するに当たり、卒業後の就職活動や就職を考慮して応募した学生が極

めて少ないことだ。(図 1項目 K)

図1r米国NPOイ〉ターシシッププログラム」の参加動機(複数回答可)

織とても当てはまる 滋当てはまる

織全く当てはまらないお覚えていない

お当てはまらない

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

Ai英語力の向上を図るため

Bi英語を4吏ってイ動く、経験をするため

Ci大学で学んだことを実践するため

Di異文化体験をするため
(i!¥-ムステイへの関心も含む)

日本文化や日本語をアメリカ人に
Ei 
紹介するため

アメリカ合衆国での、ポラシティアや

NPO運営のノウハウを学ぶため

Giアメリカの非営利団体 (NPO)や
国際的な機関で働く経験をするため

Hi自己変革を起こすため

(例:自立したい、自分を変えたい、と思ったため)

1:自分の特性を見つけるため

Ji先生や友達に勧められたため

Kl就職に有利だと考えたため
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帰国後の意識変容

帰国後の意識変容について、比較的顕著にみられた結果として、 iD以前より、異なる意

見や文化背景を持つ人々のことに関心を持つようになったJ( iとても当てはまるJ i当てはま

の合計95%)，i A以前より、英語学習に対する学習意欲が向上したJ(96%) iC自国の文化

や歴史についてより理解を深めたいと思うようになったJ(92%)がある。(図 3)本プログラム

の参加動機と帰国後の意識変化を照らし合わせてみると、参加動機に、英語能力向上や異文化

体験などに重点を置いていた学生が、日本人としての自覚を持つようになり、自分自身や日本

について語れるものをもっ必要性に気づいたとされる結果がでている。 順位付けをした際、第

1位に iB英語力とは別の、専門的な知識や技術を身に付けることが大切だと気づいた」にも

3.3 

る」

同じことが言える。(図4)

「とても当てはまる」 iE以前よりボランティア活

iH以前より、非営利団体制PO)や市民団体に対して、興味や関

iF以前より自分自身に自信が持てるようになったJ(85%) 

「当てはまる」を合計すると、また、

動への関心が増したJ(88%)、

心をもつようになったo J (89%) 

円。
0
0
 

と答えた学生も多いことが分かったo (図 3)
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mJ当てはまらない

図3r米国NPOイシター〉シッププログラム」帰国後の意識変容について(複数回答可)
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，自国の文化や歴史についてより理解を
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以前より、異なる意見や文化背景を
Dl 
t寺つ人々 のことに関心を持つようになった。

El以前より、ポラ〉ティア活動への関心が増した。

以前より、自分自身に自信が持てるようになった。

以前より、非曽利団体(NPO)や市民団体に
H! 
対して、興昧や関心を持つようになった。

以前より、日本人としての自覚をn 
持つようになった。

日本とアメリカの、男女の働き方に
J! 
遣いがあることに気づいた。

自分の特性に気づくことができた。

図4 r米国NPOイシター〉シッププログラム」意識変容第1位
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3.4 帰国後の行動変容

行動変容の第 1位は iJ旅行や観光以外の目的で、再度異文化体験活動をしたいと思い、海

外へ渡ったJで、あった。(図 6)興味深い点として、プログラム修了後、英語圏に限らず、語学

留学、ワーキングホリデ一、国際ボランティアなど、再度海外へ渡りたいと思い、行動に移し

た学生が半数近くにのぼったことだ。一方で¥同項目で、 「当てはまらないJ i全く当てはま

らなしリを選んだ人が 52%となり、プログラム参加がきっかけとなり、海外へ行った人とそう

でない人が明確に分かれた。行動変容の第2位は iA以前より、英語の学習に励むようになっ

たJで、あったo

さらに、注目したいことは、 in以前より、困っている人がいたら、手を差し伸べるように

なった。」の項目が「とても当てはまるJ i当てはまるj を合わせると、 84%になり、全体的

に高い傾向があると言える。(図 5)自由回答欄には、 「自分中心に物事を考えることがばかば

かしくなったo J i人の為になることで、自分の存在意義を考えるようになったo Wありがと

う』と言われることの嬉しさを仕事にできたらいいな、と思った。 J i以前より人のために何

かをしたいとしづ気持ちが強くなったo Jなどが記述されていた。

図sr米国NPOイシターシシッププログラムJ帰国後の行動変容について(複数回答可)

Ai以前より、英語の学習に励むようになった。

Bi語学力以外の、専門的な知識や技術を
: 

.身に付けるため、以前I;:.t首して学業に励んだ.

Ci自国の文化や歴史などについて理解を深めるため、

:本や新聞を読むようになった。

Di以前より、困っている人がいたら、

手を差M申べるようになったa
Ei以前より、地域の国際交流活動や、

国際的なイペントに参加するようになった。

以前より、ポラシティア活動に参加する

ようになった。

就職の際、誰かの役に立てるような仕事を探した。

Hi以前より、集団の中で自分の意見を

発言するようになった。

以前より、目標に対して、計画的に
11 

~T動するようになった。

Ji 旅行や観光以外の目的で、再度、
i異文化体験活動をしたいと思い、海外ヘ渡った。

綴とても当てはまる お当てはまる

総全〈当てはまらないとJ覚えていない

0% 20% 40% 60% 
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図6r米国NPOイシター〉シッブプログラム」行動変容第1位
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プログラム評価

総合的なプログラムに対する評価は非常に高い。

3.5 

どの項目も高い満足度が(図7)全体的に、

「ワークサイト先・スーパ得られたことから、プログラムは高く評価できると言える。特に、

「アメリカ側のコーディネータとスタッフ対応・サポートJ

「大学側のコーディネータと教員の対応・サポート」に高い満足度が見られる。事前・事後研

修、協同学習といった、学習プロセスにも高い評価が得られている。国際交流センターが学生

と接する機会は、事務的な連絡事項や書類説明等であるため、全体と比較すると満足度は下回

「ホストファミリー」ーパイザー」

こちらも高い評価が出ていると言える。るが、

「慣れた

もっと上達、成長でき、

ilヶ月ではなく、 3ヶ月、 6ヶ月のものに参加をしても、大学の授

と答えた人の理由としては、

もっといろいろな

「大変不満」

時に帰らないといけない。期間がもっと長ければ、

ことができたと，思ったo J 

「不満」約1ヶ月の研修期間について、

業や単位に支障がないプログラムがあれば面白いと思う。」など、研修期間が短いことからの

-89ー
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図7r米国NPOイシターシシッブプログラム」 満足度

総合的な「米国NPOインターンシツププログラムJ
の満足度。

ワークサイト先・スーパーバイザー

ホストファミリー

アメリカ側のコーディネータとスタッフの対応・ザポート

大学側のコーディネータと教員の対応・サポート

国際交流セシターの対応・サポート

.事前研修の内容(約4ヵ月聞の英語トレーニング

アメリカ社会やNPOIこ関する講義、課題など)
事後石刑彦の内容(ポートフォリオ作成や帰国報告

書の作成、帰国報告会なの

協同学習

(同期参加者とのグループワーク)

研修時期

研修期間(約1ヶ月)

0% 

3.6 プログラムが進路選択に与えた影響

審議大変満足 お満足 おどちらとも言えない 綴不満 治大変不満

20% 40% 60% 80% 100% 

図8は、本プログラムでの体験が、卒業後の進路選択に与えた影響についての調査結果で、あ

る。 i大いにあるJ iある」を合わせると、 58%が肯定した。さらに、 「多少ある」を加える

と、 840/0の修了者の進路選択に何かしらの影響を与えたことが言える。(図 8)本プログラムだ

けでなく、他の要素や経験との相乗的な効果があるとも考えられる。 i大いにあるJ iあるJ

と答えた回答者の記述欄をまとめて書き出してみると、ある特徴がみられた。下記に、就業選

択にプログラムの影響が「大いにある」 ・「ある」と答えた28人の記述欄を抜粋した。

図8 プログラムが進路選択に与えた影響(%)

分からない， 5 
全くない， 1":'::':~~.=-:~ 
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質問事項:プログラムに参加をして①自身が得られたもの、②自分自身の変化は何だ、ったか。

(下線筆者)

(1)事前学習からアフターフォローまで手厚くサポートしてもらい、良かったo ①社会の中で

自分は何ができるかと常に問い続ける姿勢②青年海外協力隊への参加

(2)手厚い研修期間があったo ①仲間と協力することの大切さ。自信。②アメリカ合衆国とい

う国の理解が変わった。アメリカで出会ったダンス文化を日本にも広めるため活動をしている。

(3)①自己啓発力の向上、コミュニティをもっ大切さや自分自身で経験をし、実行する力を養

ったo ②プログラム参加を契機に、語学留学を決め、自分自身から行動をするようになったo

(4)①旅行ではなく、海外の様々な人々と交流する体験の楽しさを知ると共に、自己の生き方

を見つめ直すことができた。②日本の子どもたちにも異文化体験を通して自分を変えてもらい

たい、と思い就職先を決めた。中学校教員となった今でもその思いは生きている

(5)①自分の弱点を知ることができた。②今までの行動をしっかりと続けようと思ったo全i主

起業をして、自分の好きな社会福祉関係の仕事をしている。

(6)①自分のことより、相手のことに気がつくようになったo ②海外でも自分は働けると自信

がついた。

σ)①行動することの重要性、仲間との協同学習の良さ ②行動力が増した。
(8)①日本国内では感じることのできない日本人であることの誇り、多文化共生社会に適応す

ることの大切さを学んだ。②プログラムを通して出会えた人々と、帰国後も連絡を取り合って、

近況報告をするうちに、もっと英語力を向上させたいと思い、長期留学するきっかけとなったo

(9)②精神的な病やノ¥ンディキャップのある方々の自立、社会復帰などに関わる経験により、

理解を深めるために、卒業後は産業カウンセラーの資格取得へのきっかけとなったo

(10)②人生が 180度変わったo 自己表現をすることの大切さを学び、心が開けた。異文化のあ

る生活がしたいと思い、ワーキングホリデー制度を利用してフランスで一年間生活をした。

(11)①本プログラムで学んだことは自分にとって価値あるものだったo 英語が十分伝わること

が分かったこと、より自分の考えを明確にもつことや自国について学ぶことが大切だと思ったo

②教育により関心が強くなったo 大学卒業後は一般企業へ務めたが、教育への想いが忘れられ

ず、転職し、現在は英語科教員をしている口また、ボランティア活動も継炉しして行っている。

(12)①米国での幼児教育に関する知識、 NPO、市民団体の活動についての知識 ②以前よりも

他者に対する理解しようとする気持ちが深まったo

(13)①行動力とコミュニケーション能力が身に付いた。②「自分の興味のあること、やってい

きたいこと」を見つけることができた。これからのキャリアを考えるきっかけになったo

(14)①ボランティア事業が企業レベノレで行われていることを実際に見て体験し、日本とのボラ

ンティアの違いを学ぶことができた。②英語が単なるツーノレで、日本人として社会や文化を知

っていることの方が重要だということを改めて感じた。

(15)事前・事後の研修やサポート体制がこのプログラムの重要なポイントだと思う。①②プロ

n
u
d
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グラムで自分が立てた目標に対して、行動を起こすこと。自分の考え、思いを周囲に伝える力。

(16)①かけがえのない貴重な体験 ②世界の広さを知ることができた。コミュニケーションを

とるために必要な英語の大切さが今後の勉強に対するやる気や姿勢を向上させた口

(17)①外の世界を知ることができた。日本以外の国に興味が持てた。②一面的にものをみなく

なった。

(18)①大きな自信 ②前向きになり、行動力が増した。外国の方以外にも、日本人の方にも積

極的にコミュニケーションできるようになったo

(19)①自分のやりたいと思ったことに挑戦する勇気と、できないと思ったことにも前向きに取

り組み続ける自信を得られた。②デイケアセンターでの体験を通して、言葉だけではなく、相

手のことを想う気持ちがあれば、心は通じ合えることを感じ、人のためになる仕事をしたいと

強く思うようになったo

ο0)①②自分の想いや相手に伝えたいと思ったことは、きちんと伝えよう、考えるようになっ

た。意志を伝えるように努めることの大切さを学んだ。

ο1)①人との出会い、経験、達成感。②市の国際交流協会が推進する多文化共生プロジェクト

や企業ボランティアサークルの方々と高齢者支援や地域活性化プρログラムなど、長期的なボラ

ンティアに参加をするようになったo

ο2)①プログラムを通して出会った人との繋がり、縁。②自分の考えを発信することの大切さ。

広い視野で物事を見ること。スミソニアンの園芸部門でインターンを体験し、自分に向いてい

ることが分かり、農業に関わる仕事をしたいと思うようになったo

(23)①将来の夢を考える上で、とても参考になる体験をした。②再度、海外へ出て、 NPO，NGO

に関わりたいと思えるようになり、日本語教員になりたいという新たな夢ができた。

(24)①初めての異文化体験、英語はコミュニケーションのツーノレだということ、理想と現実と

のギャップρ ②海外で自分のできることを探すようになったこと

(25)①様々な環境で育った方々と共に働くこと、暮らすことや共に何か企画する際には、相手

の伝えたいことをしっかりと聞くことが大切だと学んだ。②自身の意見を伝える勇気がついたo

自分から積極的に話しかけるようになったo

(26)①積極性と教員としての在り方の違い。②小学校で英語を教えることに対しての抵抗感が

なくなったo

(27)①自分が見知らぬ土地で何ができ、何が足りないのか、ということが見え、今後何を大切

にしたら良いのか、という考え方の変化があったD ②日本人としての自覚、文化への興味、英

語が目的で終わるのではなく、自分の強みをもって英語を使うことの大切さを知ったo

ο8)①行動力と自信 ②自ら発信することが増えた。

自分自身が得られたものと、変化についての回答に多用されたキーワードとしては「自信」

「積極的な行動力J I自分のしたいことが明確にJ I他者・多文化への思いJ I教員J I自分
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の意志や意見を発信するJ rコミュニケーション能力J r多面的な視野J r人とのつながり」

といった言葉が目立ったo また、下線部からは、プログラムに参加したことがきっかけで、自

分のキャリアを考えることや、次にとるべき行動への原動力となったことが読み取れる。

4.インタビュー調査

アンケート調査の分析後、 7名の卒業生にインタピ、ューを行ったo A、C、Gの方は、電話を

通して、 B、D、E、Fの方には直接面会して、インタビュー調査を行ったo プログラムに参加

する前の動機、参加後の意識と行動の変化とその要因、進路選択に与えた影響などについて、

尋ねた。協力者7名のプロフィールと発言のまとめは表1のようになっているo

表1

参加学年 性別・年代・
番号 意識・行動の変化 変化の要因
学科 進路への影響度

3年 女性/20代前半 海外・教育・文化交流への興味 ワークサイトでの体験(気づき)
A 
教育 大いにある 関心の高まり 帰国後、教員との対話(ふりかえり)

2年 女性/20代前半 世界へ目を向けるようになっ ワークサイトでの体験(気づき)
B 
英文 大いにある た・視野の広がり アメリカ人の寛大さへの感動

3年 女f生/20代後半 海外へ・自分にできることは何 帰国後、教員との対話
C 
多元文化 大いにある か…という問いを常にもつ。 自分自身を見つめることができた

2年 女性/30代前半 「日本人」としてできること、 帰国後、教員との対話
D 
言コミ 7 ある 誇りや責任を感じる 同じ志をもっ仲間の存在

2年 女性/30代前半 語学力・知識の不足、専門性の プログラム全体 (達成惑)
E 
多元文化 多少ある 欠如に気づく 帰国後、教員との対話

2年 女十生/30代前半 意志は明確に伝える プログラム全体(満足感、異文化への好
F 
多元文化 ある 挑戦することに勇気をもっ 奇心)教員との対話、仲間からの刺激

4年 男性/20代前半 より高い目標を目指す・行動を ワークサイトでの体験(アメリカ人の姿
G 
福祉貢献 大いにある 起こすこと、向上心をもっ 勢)関わった、出会った全ての人々

協力者Aについては、大学を卒業後大学院へ進み、現在、韓国の大学で日本語や日本文化を

教えている。プログラムに参加する前は、教育学科に所属していることもあり、日本で小学校

教員になることを志していた。インターンシップ先はチャータースクール(特別認可学校)で、

美術教員の指導を受けた。その際、今まで、以上にないほどの楽しさや遣り甲斐を実感した、と

いう。プログラム修了後、その遣り甲斐を求めて、模索した中で見つけ出した答えが、 「海外

に出て、日本語や日本文化を伝えることがしたいJ r日本と海外を繋げる懸け橋のような存在

になりたしリで、あった。
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協力者Gについては、大学生の頃から福祉関係の分野で起業を考えていた。現在、アルバイ

トで稼いだ資金をもとに、夢を実現した。愛知県の地元を拠点に、介護を必要とする、障がし、

者や高齢者を対象にサービスを提供している。アメリカでのインターンシッフ。先は、ホームレ

スや生活困窮者のために活動する団体で、毎日様々なボランティアの方と接することで、目的

意識が高まったと言う。アメリカ人が自分たちの生活する地域社会に対して、自分自身を高め

るためにボランティア活動を行い、その行為が結果的に、地域や誰かのためになっている、彼

らの姿勢を見て、もっと自分の経験を生かして次に進みたい、と強く思うようになったo 日本

をもっと知りたい、福祉分野についてもより関心をもつようになったo

インタビュー協力者Aから F(0 はもともと進路が明確で、あった)に共通する事柄として、

帰国後に抱いた悶々とした想いや気づきを、次の行動につなげるために、 「対話を通し、指導

してくれた教員がいたことJをそれぞれ挙げている。プログラムを通した経験が、修了生の就

業選択に直接的な影響を与えたとは言い難いが、目標を与え、次の行動をとるための、勇気や

自信となったことがインタビュー調査から伺えるo

5.考察

本調査・研究の目的は、プログラム成果を検証することで、あったo そのため、(1)修了生の

意識と行動の変化を分析し、 。)プログラムが進路選択に与えた影響とその要因を検証するこ

とを試みてきた。

アンケート調査の結果より、意識変容、行動変容、進路に与えた影響について考察する。

意識の変容では、 iB英語力とは別の、専門的な知識や技術を身につけることが大切だと気

づいた」が順位付け 1位で、あったことから、参加動機の 1位 iB英語を使って働く経験をする

ため」と照合すると 道具としての語学力を如何に使用するのか、大学で学問をする大切さ、

教養を身に付ける重要性に気づかせる機会を与えたことが言える。また、記述での回答には、

「将来、教育分野の住事に就きたいと思っているが、その上で、未来を担う児童たちに異文化

を尊重することの大切さや、考え方や文化の違いを楽しめる気持ちに気付いてもらえるような

教育を施したいという想いが強くなったo また、他国の文化に触れることで、自国の文化の誇

れるものに気づけることを学んだ。」といった意見があるように、異文化を受け入れる大切さ

や日本の良さに気づいた人の意見が多数見られた。一方で、インタビュー協力者Bの発言内容

「参加前は日本のことを中心に物事を考えていたが、世界のことにも視点がいくようになったJ

という意見もある。プログラムに参加したことで、修了生の意識変容の特徴として、自分自身

が教養・学問を身に付ける大切さ、他者への思いやり、多角的に物事を見ることなどに意識が

変化したことが言える。

さらに、ボランティアやNPOに関して、以前より興味関心をもっ学生が増えたことも意識変

容のもう一つの特徴である。基本的に、アンケート回答者の 75%がボランティア活動に興味

関心を持っており、プログラム参加前から、70%以上が実際にボランティア活動を行っていた。
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以前に増して、ボランティアに関する理解が深まり、関心を持つようになった要因としては、

事前研修から、日米双方からボランティアの意義やNPOについての講義があり、ボランティア

に関する用語や話を聞くといった、ボランティア教育がなされたことが影響していると考えら

れる。学生たちは、アメリカ社会でのボランティア・インターンシップを通して、日本とのス

ケーノレの違いを体感し、地域社会におけるボランティアの重要性を体験から学んだのではない

だろうか。

意識変容の調査で、 IF自分に自信がもてるようになったん IG自分の特性に気づくことが

できた」の項目に対して、「とても当てはまるJ1当てはまる」を合わせると、それぞれ、 85%、

77%が肯定的に回答した。(図3)また、 3.6で、プログラム体験が進路選択に与えた影響が「大

いにある」 ・「ある」と答えた人の記述の内容から読み取ると、自分に対する自信や、プログ

ラムをやり遂げたとしづ達胸惑が、次の行動を起こすよう「後押し」となった結果が出ているo

それを証明するものとして、行動変容の調査では、約50%の修了生が、 IJ旅行や観光以外の

目的で再度、異文化体験をしたいと思い、海外へ渡った」と、行動を起こしている。(図5)

意識変容と比較すると、全体的に行動変容に占める「とても当てはまる」の回答数は減少す

るが、頭で理解しても行動にうっすことの難しさがここに現れているのだろう。しかし、属性

調査の中で、ボランティア活動への興味で「どちらでもないJ1興味なし」と答えた全体の25%

(26名)の修了生が、 「以前より、ボランティアに参加するようになったJ 1以前より、地域の

国際交流活動や国際的なイベントに参加するようになったJ 1就職の際、誰かの役に立てるよ

うな仕事を探した」という項目に、先の25%のうちの60%が「当てはまるJを選んだという

結果も興味深い。木村。014)によると、 「利他的な活動をすることで、所属する組織において

認められることになり、その結果として自分の役割や居場所を持つことができる。」とある。

今まで、自分のことにしか興味がない、と考えていた者が、誰かのために活動をし、必要とされ

ることで、自分の存在価値に気づき、住んでいる地域や社会をよりよくしたいとまで考えるこ

とができるようになる。このことは、将来的に社会や地域に貢献できる若者の育成にも繋がる

と言える。

本プログラムの目的は、参加型学習・体験学習を通して、(1)公共機関、 NPO、ボランティ

ア団体を主とした、アメリカの市民社会について学習する、 ο)グループでの振り返りと共有を
行いながら、就業体験やホームステイを通して、アメリカ社会を体験する。 σ)アメリカでの

就業体験とホームステイを通して、英語能力を高める機会を得る、である。

インタビュー調査から、サービス・ラーニングの特徴である、学習プロセスが確立していた

こと、また学生たちをフ。ログラム修了前後、指導した「人Jの存在が大きいことが明らかにな

った。これらの目的に向かい、日米双方のプログラム担当者(教員やコーデ、ィネータ)、学生

が共に、事前・事後研修を含めて長期間、関わっていく。このような一貫性のある目標設定と

連携のとれたチームワークが、学生の学びや成長に大きく影響をしているのではないだろうか。

また、本プログラムは、サービス・ラーニングの学習プロセスを基調とすることから、単なる
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ボランティア活動で終わらせることなく、 「振り返り」、 「学びの共有」、 「言平価」を通して、

学生たちは、より学びを深化させることに繋がったと考える。

以上のことから、 20年間継続した「米国 NPOインターンシッププログラムjの成果は大い

にあげられた、と結論づける。

6.総括

考察から、事前・事後研修の内容と質でプログラムの成果が決まることが明確になったo 特

に、帰国後、常に学生たちが指導や助言を受けられるよう、フォローアップの体制が大切で、あ

ることも分かつた。大学において、本プログラムが持続可能的に発展するためには、 3つのこ

とが必要条件とされる。

1つは、 「人」と「仕組み」の存在である。日米双方のコーディネー夕、教員の連携がとれ

ていることは当然、プログラムを支える国際交流センターの職員、 CSCGスタッフ、米国側の

受入れ団体、ホストファミリーたちが、一丸となり協力できる系邸哉体制と信頼できる人の存在

は絶対である。

2つめは、サービス・ラーニングという 「学習システムの確立」である。海外でのボラン

ティア・インターンシップを通して、意識変容から行動変容へ繋げることができた背景には、

学びや気づきを自分自身に落とし込む、または次の目標へ導く一連の学習フ。ロセスがあったこ

とが影響している。唐木 (2010)によると、 「長期間の学びを可能にするために必要不可欠な

のが、 『リフレクション(reflection).]という学習活動である」。教育的な観点から、体験から気

づき、学び、行動に変換する、 「学習システムの確立」が必要である。

3つめは、 「日米双方に与える成果」である。本プログラムは、日米二国間で成り立ち、日

本側だけで行えるものではない。交流する相手がいるからこそプログラムが成立するため、ア

メリカ側にも成果がない限り、持続はしないだろう。アメリカ社会に日本人学生が社会参加を

することで、どのような効果があるのか。それを今後、検証していきたい。

最後に、日本の未来であり希望である若者が、自己の存在意義を早い段階から認識し、目標

と自信をもち行動できることが、これからの社会に必要なことであると考える。異文化体験活

動とボランティア・インターンシッフ。が一体となった国際サービス・ラーニングプログラムが、

今後、多くの高等教育機関で推進されることを期待したい。
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注

1 National Center for Voluntary Action， Points ofLight Foundation， IAVE (ボランティア活
動推進国際協議会)などボランティア活動に関わる財団や機関等で、会長や上級執行役員を務め

た経歴がある。

2 1967年にアメリカで初めて使われた用語。地域貢献活動における教育プログラムであり、振
り返りを通じて、自己の成長と学びを獲得する過程である。(木村， p.71) 
3 1996年度から2001年度までの5年聞は夏季休暇期間に、それ以降の2002年度からは、毎年
2月上旬から春季休暇期間に行われている。
4 受入団体数(種類別)
r"'f米国NPOインターンシップ」受入先団体職種別参加人数と割合 (1996-2014年度)i 

職種 団体数 参加人数 割合(%)

小学校 17 82 29 

社会福祉施設 8 28 10 

乳幼児保育施設 10 40 14 

晶齢者福祉施設 9 37 13 

ホームレス 5 11 4 

スミソニアン博物館/美術館/動物園/植物園 9 16 6 

青少年育成活動 6 11 4 

赤十字 。
文化芸術推進・青少年育成活動団体 4 10 4 

ボランティアセンター 6 B 3 

コミュニティーサービスセンター 4 6 2 

国際NGO(アフリカ開発)(途上国) 2 g 3 

局等学校 3 7 2 

女性のホームレス支援団体 2 2 

広報・メディア関係の団体 。
資源圃環境に関わる団体 2 

自然動物保護団体 。
児童教育団体 2 

児童福祉団体 2 

保健衛生施設 3 4 

図書館 。
多言語多文化教育 。
不動産開発・地域開発 。
文化芸術推進交流活動 。
合計 98 284 1001 

(筆者作成)

5 渡航費(空港施設使用料、航空保険料、燃油付加運賃を含む)、研修費用、ホームステイ費用

6 学習活動や体験の中で作成した作品や記録、自己評価・相互評価の記録、指導・支援者によ

る評価の記録などを時系列に集積したもの

7 言語コミュニケーション学科
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